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令和５年度諫早市農業委員会  第５回総会議事録  

 

１ 開催日時 令和５年７月２８日（金）開 会 午後２時００分 ～ 閉 会 午後３時１０分 

 

２ 開催場所 諫早市市民センター 講堂 

 

３ 出席委員 （１８人） 

  会 長  ２０番 山開博俊 

  会長職務代理者  １９番  久本純造 

  農 業 委 員  ２番 牟田直志   ３番 西口雪夫   ４番 立森和富 

６番 林田芳信   ７番 平野和敏   ８番 増田真美子 

９番 補伽文夫  １０番 森田正男  １１番 中島康範 

１２番 松本秀徳  １３番 江崎義明  １４番 野田  浩 

１５番 泉野政則  １６番 田渕勇二  １７番 池田武弘 

１８番 増山時子 

 

４ 欠席委員 （２人）１番 久保  繁   ５番 前田貞松 

 

５ 付議事件 

第１号 農地法第３条の規定による許可申請書審議の件 

第２号 農地法第３条の規定による許可後の計画変更承認申請書審議の件 

第３号 農地法第４条の規定による許可後の計画変更承認申請書審議の件 

第４号 農地法第５条の規定による許可申請書審議の件 

第５号 農地法第５条の規定による許可後の計画変更承認申請書審議の件 

第６号 農業経営基盤強化促進法による利用権設定等審議の件 

第７号 農地中間管理事業に係る「農用地利用集積等促進計画」に対する意見聴取の件 

 

６ 報 告 

第１号 農地法第３条の３の規定による届出書受理の件 

第２号 農地法第１８条第６項の規定による合意解約の通知の件 

第３号 農地法第４条の規定による農地転用届出書受理の件 

第４号 農地法第５条の規定による農地転用届出書受理の件 

第５号 農業用施設届出書受理の件 

第６号 農地改良等届出書受理の件 

第７号 農地賃借料情報の件 

 

７ そ の 他 
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８ 事 務 局 

局  長 諸岡昌史  次  長 増山義洋  主  任 境田正文 

主  任 田中順子  事務職員 山内 裕 

 

９ 議 事 

（開会） 

議   長   これより、「令和５年度 諫早市農業委員会 第５回総会」を開会いたします。 

総会の定足数について、事務局より報告願います。 

事 務 局   総会の定足数につきまして、ご報告いたします。 

         農業委員会の在任委員２０名中、１８名の出席で定足数に達していますので、総

会が成立していることをご報告いたします。なお、１番・久保委員、５番・前田委

員から欠席の届出があっております。以上で、報告を終わります。 

議   長   それでは議事に入る前に、諫早市農業委員会総会会議規則第１９条第２項に規定

の議事録署名人を定めたいと存じます。 

私に、ご一任いただければ指名したいと思いますが、いかがでしょうか。 

         （「異議なし」と言う者あり） 

議   長   異議なしということでありますので、議事録署名人に２番・牟田直志委員、１１ 

番・中島康範委員のご両人にお願いいたします。 

        それでは、議事に入りますが、議事進行上、発言される際は、挙手をし、議長の

許可を受けてから、氏名を告げて発言願います。 

また、発言は、簡明に、議題外、又はその範囲を越えないようにお願いします。 

（議案第１号）  それでは、議案第１号「農地法第３条の規定による許可申請書審議の件」を議題

といたします。事務局から説明をお願いします。 

事 務 局   それではご説明いたします。１番、小栗地区、平山町、小ヶ倉町の農地２筆、計

２，６９５㎡について、農業後継者として農業に精進するため、贈与を受ける申請

です。権利取得後の農地面積は５，８６７㎡です。トラクターや軽トラック等の機

械は所有されており、家族と一緒に農作業をされています。また農業に約１０年間

従事され、譲受人宅から申請地までは車で約５分以内でありますので、機械、労働

力、技術、通作距離に問題は無いと思われます。 

２番から４番は借受人が同一の案件ですので合わせて説明いたします。 

２番、長田地区、中田町の農地２筆、１，８０８㎡ 

３番、高来地区、高来町東平原の農地３筆、６，０４７㎡ 

４番、高来地区、高来町東平原の農地２筆、９，２９４㎡ 

計１７，１４９㎡について、新規に農業経営を行うため、２番と３番は賃貸借、４

番は使用貸借でそれぞれ１年間借り入れる申請です。権利取得後の農地面積は１７，

１４９㎡です。トラクターやトラック等の機械は所有されております。農地所有適

格法人ではありませんが、①貸借契約が解除条件付の契約であること、②地域との

調和要件を満たしていること、③重要な使用人が農業に常時従事するとのことで農

地法第３条第２項第２号の農地所有適格法人以外の法人が農地を貸借する要件を満
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たしております。また飯盛町の農地を間借りし、昨年から試験的に営農をされてお

りニンニク、唐辛子、生姜の耕作経験があります。新規営農にあたり、営農計画書

の提出があっております。借受人の事務所から申請地までは車で約３０分ですので、

機械、労働力、技術、通作距離に問題は無いと思われます。 

議   長   議案第１号の説明がありましたので、１番・小栗地区担当の委員さん補足説明を

お願いします。 

委   員   １番の農地を地区推進委員と確認してきました。権利取得後は、贈与を受ける農

地において年間を通しイチゴを栽培されると見込まれます。権利取得後において周

辺地域に及ぼす影響は特になく、「地域の農地の利用調整に協力する。」とのことで

あり、地域との調和要件も満たされています。農地法第３条第２項各号のいずれに

も該当しないため、地区協議会でも問題ないとの意見でした。ご審議お願いします。 

議   長   １番の説明がありましたが、何かご質問はありませんか。 

         （「なし」と言う者あり） 

議   長   ご質問がないようですので、１番は申請どおり許可することにご異議ありません

か。 

（「異議なし」と言う者あり） 

議   長   ご異議がないようですので、１番は申請どおり許可することに決定いたします。 

議   長   次に、２番・長田地区担当の委員さん補足説明をお願いします。 

委   員   ２番の農地を地区推進委員と確認してきました。権利取得後は、借り入れる農地

において年間を通しニンニク、唐辛子、生姜を栽培されると見込まれます。権利取

得後において周辺地域に及ぼす影響は特になく、「地域の農地の利用調整に協力す

る。」とのことであり、地域との調和要件も満たされています。農地法第３条第２

項各号のいずれにも該当しないため、地区協議会でも問題ないとの意見でした。ご

審議お願いします。 

議   長   ２番について、何かご質問はありませんか。 

        （「なし」と言う者あり） 

議   長   ご質問がないようですので、２番は申請どおり許可することにご異議ありません

か。 

（「異議なし」と言う者あり） 

議   長   ご異議がないようですので、２番は申請どおり許可することに決定いたします。 

議   長   次に、３番と４番・高来地区担当の委員さん補足説明をお願いします。 

委   員   ３番と４番の農地を地区推進委員と確認してきました。権利取得後は、借り入れ

る農地において年間を通しニンニク、唐辛子、生姜を栽培されると見込まれます。

権利取得後において周辺地域に及ぼす影響は特になく、「地域の農地の利用調整に

協力する。」とのことであり、地域との調和要件も満たされています。農地法第３

条第２項各号のいずれにも該当しないため、地区協議会でも問題ないとの意見でし

た。ご審議お願いします。 

議   長   ３番と４番について、何かご質問はありませんか。 

        （「なし」と言う者あり） 
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議   長   ご質問がないようですので、３番と４番は申請どおり許可することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

議   長   ご異議がないようですので、３番と４番は申請どおり許可することに決定いたし

ます。 

議   長   次の議案第２号「農地法第３条の規定による許可後の計画変更承認申請書審議の

件」と議案第３号「農地法第４条の規定による許可後の計画変更承認申請書審議の

件」及び 議案第５号「農地法第５条の規定による許可後の計画変更承認申請書審

議の件」につきましては、全て営農型太陽光発電に関する変更でございますので、

後で一括して審議したいと思います。 

（議案第４号）  それでは、議案第４号「農地法第５条の規定による許可申請書審議の件」を議題

といたします。事務局から、説明をお願いします。 

事 務 局   議案第４号 農地法第５条の規定による許可申請書審議の件についてご説明い

たします。 

１番、栄田町の畑１筆７１４㎡の農地と併用地として、隣接する宅地及び里道の

一部を併せまして全体の開発面積１，００５．９４㎡について、特定建築条件付土

地、３区画分とする転用申請です。区域区分は調整区域、農振白地です。契約内容

は所有権移転の売買、農地の立地基準については、第２種農地に該当します。 

本件は、３区画を造成し住宅を建築する計画となっており、造成については盛土

を最高０．３ｍ、切土を１．３２ｍ施し周囲には擁壁及びブロック積みで土砂等の

流出を防ぎます。排水について、雨水は造成地内に側溝を整備し、既存の道路側溝

へ、汚水等については合併浄化槽を設置し、道路側溝へ放流します。隣接する農地

所有者等との協議報告書が添付され、資金については融資証明書で確認しています。

なお、都市計画法第２９条第１項に基づく開発許可申請中です。 

２番、平山町の田及び畑の８筆計４，８１８㎡と併用地として隣接する雑種地 ４

筆と里道及び水路の一部と併せまして合計 ４，９７３．６０㎡について、分譲宅地

用地、１８区画分とする転用申請です。契約内容は売買、区域区分は調整区域、農

振白地です。農地の立地基準については第２種農地に該当します。本申請は１８区

画分の分譲宅地を造成するもので、農地法上、転用目的が造成のみの宅地分譲は原

則許可できませんが、本件は譲受人が一般社団法人のため、例外的に申請が可能と

なります。本件における造成計画についてですが、盛土を最高０．８ｍ、切土を最

高０．６ｍ施し、申請地との境にはコンクリート擁壁を設置し、土砂流出等の被害

を防ぎます。日照・通風については隣接の農地との間に６ｍ程の緩衝地を設けるた

め、影響はないものと思われます。雨水は道路側溝に放流し、汚水等は下水道へ接

続する計画です。隣接する農地はなく、資金については融資証明で確認しています。

都市計画法第２９条第１項による開発許可申請中です。 

３番、早見町の畑１筆４６㎡について、住宅用地の拡張とする追認の申請です。

契約内容は贈与で、当事者間の協議により贈与としております。区域区分はその他

の区域、農振白地です。農地の立地基準については、農地の立地基準については、
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第２種農地に該当しております。本件の経過についてですが、令和元年に隣接地に

住宅兼事務所を建築する際に、申請地を取得し、一体的に利用するという計画でし

たが、当時の所有者との交渉がうまくいかず、取得できませんでした。今般、相続

人である現所有者から贈与を受ける形で話がまとまり、手続きを進めていたところ、

農地であることが判明したため転用するものです。土地の造成はなく、現状のまま

利用し、雨水排水については自然流下であり、隣接する農地はありません。また、

本件にかかる追加の資金はなく、許可なく農地を農地以外のものにしていたという

ことで、顛末書の提出がなされております。 

４番、中通町の田１筆１２㎡について、通路用地とする転用申請です。契約内容

は売買、区域区分はその他の区域、農振白地です。農地の立地基準については、第

１種農地に該当しますが、隣接する農地を転用するために欠くことのできない通路

であるため不許可の例外に該当します。本件はもみ殻置場として使用している土地

へ通るための通路として転用するもので、造成はなく、現状のまま利用します。雨

水排水については自然流下とし、隣接する農地はなく、資金については通帳の写し

で確認しています。 

５番、貝津町の畑４筆計５２８㎡について、貸駐車場用地とする申請です。契約

内容は所有権移転の売買となっております。区域区分は調整区域、農振白地です。

農地の立地基準については、第２種農地に該当しております。申請地ですが、貸駐

車場１６台分を整備するものです。造成については、現状のまま利用し、転圧し砂

利敷きとするものです。築堤、素掘り側溝、Ｕ字溝を設置し、隣接農地等への土砂

等の流出を防ぎます。雨水については、整備する側溝から道路側溝に接続します。

汚水については発生いたしません。隣接する農地所有者等との協議報告書が添付さ

れ、資金については残高証明書で確認しております。 

６番、森山町下井牟田の畑１筆２３２㎡と併用地として隣接する宅地３６０．０

３㎡と併せて、合計５９２．０３㎡について、住宅用地とする転用申請です。契約

内容は贈与で、親族、親子間による贈与です。農地の立地基準については第２種農

地に該当しております。申請者ですが、現在福岡県筑紫野市に在住ですが、今回 U

ターンで戻ってくるもので、農業の方もこれを機に引き継ぐものとなっております。

申請地について造成は無く、農作業所や駐車場として利用します。雨水排水につい

ては自然流下とし、隣接する農地はなく、資金については通帳の写しで確認してい

ます。 

７番、飯盛町後田の田１筆９８３㎡のうち法面を除く有効利用面積が９０１．５ 

７㎡について、資材置場用地とする転用申請です。契約内容は賃貸借権設定の２０

年、区域区分はその他の区域、農振白地です。農地の立地基準については第２種農

地に該当しております。申請者ですが、飯盛町内で大工業を営んでおります。本件

は現在各現場で置かせてもらっている木材や足場材等の資材置場として利用するも

のです。土地の造成については盛土を最高１ｍ施し、コンクリートブロック積みに

よる土留め工事を行うことで土砂流出等の被害がないようにします。雨水排水につ

いては自然流下とし、隣接する農地はなく、資金については通帳の写しで確認して
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おります。 

８番、飯盛町佐田の田１筆１００㎡について通路用地とする申請です。契約内容

は所有権移転の売買となり、区域区分はその他の区域、農振白地です。農地の立地

基準については、第２種農地に該当します。本件ですが、隣接地を資材置場として

利用するにあたり、その出入りの為の通路として整備するものです。造成計画につ

いてですが１ｍ盛土を行い、隣接地との間には緩衝地を設けます。雨水排水につい

ては自然流下とし、隣接する農地はなく、資金については通帳の写しで確認してお

ります。 

９番、飯盛町平古場の田４筆合計３，９４０㎡の農地について、事業所用地、敷

地の拡張とする申請です。契約内容は所有権移転の売買です。区域区分はその他の

区域、農振白地です。農地の立地基準については、第２種農地に該当しております。

申請者は木材の加工・販売を行っており、プレカット工場を経営しております。近

年の受注量増加により、現在の事業所用地では材料・商品の在庫置き場や作業場が

不足しているため、敷地の拡張を行い安全で余裕を持った保管を行うものです。ま

た、工場立地法に基づき緑地帯を設けるものです。造成については、盛土を最高２．

１ｍ施し、種子吹付及び保護コンクリートにより法面保護を行い被害が無いように

いたします。雨水については、側溝を整備し隣接する水路へ接続します。汚水は発

生いたしません。隣接農地所有者等との協議報告書が添付され、資金については残

高証明書で確認しております。なお、市環境保全条例に基づく事前協議完了届出の

提出がなされております。 

１０番、高来町下与の畑１筆３８２㎡の農地について、住宅用地、一般住宅とす

る転用申請です。区域区分はその他の区域、農振白地です。契約内容は所有権移転

の売買、農地の立地基準については、第２種農地に該当しております。申請地です

が、木造平屋建ての住宅を建築します。造成については、盛土を最高０．４ｍ、切

土を最高０．５３ｍ施し、周囲をコンクリート擁壁で囲い土砂等の流出を防ぎます。

雨水については、道路側溝に接続し、汚水は下水道に接続します。隣接する農地は

無く、資金については融資証明書で確認しています。 

１１番、高来町東平原の畑１筆 ３０７㎡について、駐車場用地とするもので、追

認の申請となります。契約内容は売買で、農地の立地基準については第２種農地に

該当しております。本件についてですが、昭和５６年頃に譲渡人の父が農業用倉庫

として建築し利用していましたが、父の他界後しばらく農業用倉庫としての利用は

しておりませんでした。今回譲受人からの駐車場として利用したい旨の相談があり

転用申請に至ったものです。土地の利用計画については、倉庫部分にマイクロバス

１台を駐車し、北側部分に普通車１台を駐車する計画となっております。なお、土

地の造成は無く現状のまま利用します。雨水排水については自然流下とし、隣接す

る農地所有者等との協議書が添付されております。本件にかかる追加の資金はあり

ませんが、許可なく農地を農地以外のものにしていたということで、顛末書の提出

がなされております。以上で説明を終ります。 

議   長   議案第４号の説明がありましたので、１番・諫早地区担当の委員さん補足説明を



 - 7 - 

お願いします。 

委   員   １番、担当地区の推進委員と現地調査を行い、地区協議会で協議したところ、土

地利用計画図、被害防除計画書等から判断して適正であると思われます。ご審議の

ほどよろしくお願いします。 

議   長   １番について、何かご質問はありませんか。 

        （「なし」と言う者あり） 

議   長   ご質問がないようですので、１番は申請どおり許可することにご異議ありません

か。 

（「異議なし」と言う者あり） 

議   長   ご異議がないようですので、１番は申請どおり許可することに決定いたします。 

議   長   次に、２番・小栗地区担当の委員さん補足説明をお願いします。 

委   員   ２番、担当地区の推進委員と現地調査を行い、地区協議会で協議したところ、土

地利用計画図、被害防除計画書等から判断して適正であると思われます。ご審議の

ほどよろしくお願いします。 

議   長   ２番について、何かご質問はありませんか。 

        （「なし」と言う者あり） 

議   長   ご質問がないようですので、２番は申請どおり許可することにご異議ありません

か。 

（「異議なし」と言う者あり） 

議   長   ご異議がないようですので、２番は申請どおり許可することに決定いたします。 

議   長   次に、３番と４番・有喜地区担当の委員さん補足説明をお願いします。 

委   員   ３番と４番について、担当地区の推進委員と現地調査を行い、地区協議会で協議

したところ、土地利用計画図、被害防除計画書等から判断して適正であると思われ

ます。ご審議のほどよろしくお願いします。 

議   長   ３番と４番について、何かご質問はありませんか。 

         （「なし」と言う者あり） 

議   長   ご質問がないようですので、３番と４番は申請どおり許可することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

議   長   ご異議がないようですので、３番と４番は申請どおり許可することに決定いたし

ます。 

議   長   次に、５番・真津山地区担当の委員さん補足説明をお願いします。 

委   員   ５番、担当地区の推進委員と現地調査を行い、地区協議会で協議したところ、土

地利用計画図、被害防除計画書等から判断して適正であると思われます。ご審議の

ほどよろしくお願いします。 

議   長   ５番について、何かご質問はありませんか。 

         （「なし」と言う者あり） 

議   長   ご質問がないようですので、５番は申請どおり許可することにご異議ありません

か。 
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（「異議なし」と言う者あり） 

議   長   ご異議がないようですので、５番は申請どおり許可することに決定いたします。 

議   長   次に、６番・森山地区担当の委員さん補足説明をお願いします。 

委   員   ６番、担当地区の推進委員と現地調査を行い、地区協議会で協議したところ、土

地利用計画図、被害防除計画書等から判断して適正であると思われます。ご審議の

ほどよろしくお願いします。 

議   長   ６番について、何かご質問はありませんか。 

        （「なし」と言う者あり） 

議   長   ご質問がないようですので、６番は申請どおり許可することにご異議ありません

か。 

（「異議なし」と言う者あり） 

議   長   ご異議がないようですので、６番は申請どおり許可することに決定いたします。 

議   長   次に、７番から９番・飯盛地区担当の委員さん補足説明をお願いします。 

委   員   ７番、担当地区の推進委員と現地調査を行い、地区協議会で協議したところ、土

地利用計画図、被害防除計画書等から判断して適正であると思われます。ご審議の

ほどよろしくお願いします。 

委   員   ８番、担当地区の推進委員と現地調査を行い、地区協議会で協議したところ、土

地利用計画図、被害防除計画書等から判断して適正であると思われます。ご審議の

ほどよろしくお願いします。 

委   員   ９番、担当地区の推進委員と現地調査を行い、地区協議会で協議したところ、土

地利用計画図、被害防除計画書等から判断して適正であると思われます。ご審議の

ほどよろしくお願いします。 

議   長   ７番から９番について、何かご質問はありませんか。 

        （「なし」と言う者あり） 

議   長   ご質問がないようですので、７番から９番は申請どおり許可することにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

議   長   ご異議がないようですので、７番から９番は申請どおり許可することに決定いた

します。 

議   長   次に、１０番と１１番・高来地区担当の委員さん補足説明をお願いします。 

委   員   １０番、担当地区の推進委員と現地調査を行い、地区協議会で協議したところ、

土地利用計画図、被害防除計画書等から判断して適正であると思われます。ご審議

のほどよろしくお願いします。 

委   員   １１番、担当地区の推進委員と現地調査を行い、地区協議会で協議したところ、

土地利用計画図、被害防除計画書等から判断して適正であると思われます。ご審議

のほどよろしくお願いします。 

議   長   １０番と１１番について、何かご質問はありませんか。 

        （「なし」と言う者あり） 

議   長   ご質問がないようですので、１０番と１１番は申請どおり許可することにご異議
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ありませんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

議   長   ご異議がないようですので、１０番と１１番は申請どおり許可することに決定い

たします。 

議   長   それでは、営農型太陽光発電に関する、議案第２号「農地法第３条の規定による 

（議案第２号） 許可後の計画変更承認申請書審議の件」と、議案第３号「農地法第４条の規定によ 

（議案第３号） る許可後の計画変更承認申請書審議の件」及び、議案第５号「農地法第５条の規定 

（議案第５号） による許可後の計画変更承認申請書審議の件」につきまして、事務局から説明をお

願いします。 

事 務 局   議案第２号、議案第３号、議案第５号についてご説明いたします。営農型太陽光

発電施設用地に関する議題となっております。営農型太陽光発電施設について、こ

れまでの経過を説明いたします。営農型太陽光発電施設とは、農地を農地として活

用・耕作しながらその上部に太陽光発電施設を設置するもので、農地法の許可とし

ては、パネルの支柱部分の一時転用の許可が必要になります。 

今回、既に許可を受けた営農型太陽光発電施設用地について、変更承認申請がな

されております。最初の許可が令和４年５月１０日付けで４か所の許可をしていま

す。その後、令和５年４月１０日付けで９箇所の許可をし、現在、太陽光発電パネ

ルの設置工事を進められておりました。営農される「みやびファーム合同会社」が

令和５年４月２８日付けで認定農業者の認定を受けたことにより、令和５年４月１

０日付けで許可した９箇所のうち、一時転用期間が３年となっていた、５カ所の一

時転用期間を１０年に変更するとの申請が、先月提出され、先月の総会で審議の予

定でしたが、事前に行われましたＤ地区の地区別協議会の中で、現地を確認された

委員さんから、当初計画どおりのパネルの配置がなされていないとの指摘がありま

した。申請者に確認したところ、一時転用の許可を取るのに時間を要したため、時

期が遅れたことにより、設置するパネルを変更することとなり、パネルの規格等が

変わったため配置等を変更し、工事に入ったとのことでした。 

これを受けまして、事務局の対応としましては、本来計画を変更する場合は、事

前に変更承認を受けてからとなりますので、申請者に工事の停止を指示し、まずは

変更承認を受けるよう指導いたしました。よって審議前に先月の申請は取下げとな

りました。 

申請者に他の箇所の分についても確認したところ、これまで許可した分すべてに

おいて、配置変更となったとのことです。また今回の変更に合わせて作物について

も当初サカキを予定していましたが、ハナシバ等に変更するとのことです。これに

ついては、先進地である世知原の視察を、営農を行う申請人の会社職員３名、出荷

先予定の市場関係者、県央・県北振興局職員で行い、その際に太陽光パネルの下で

はハナシバが適しているとの助言をもらい、今回、サカキをハナシバに変更すると

のことです。また、パネルを設置できない部分では、一部、そばの栽培及び自社農

園、試験栽培をして活用するとのことです。そばの栽培については、高来地区で活

動されている高来そば振興協議会に協力していただくとのことです。 
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よって、今月は、すでに許可した１３カ所の内、２カ所を除く、１１カ所につい

て今回変更承認申請がなされております。他の２か所についても、今後変更申請が

なされる予定です。それでは、個別に説明をいたします。 

議案第２号の１番、及び議案第５号の１番、令和４年４月２８日付けで３条許可

及び令和４年５月１０日付けで５条一時転用許可をした、有喜町の農地１筆５４２

㎡について、設置する営農型太陽光発電施設のパネルの配置変更による計画変更承

認申請です。パネル枚数が１２２枚が１２７枚に、支柱が５０本が４９本に変更と

なり、耕作する農地面積が５４１．７８㎡に変更となります。一時転用となる支柱

部分の面積が、０．２３㎡が０．２２㎡に変更となるものです。契約内容は賃貸借

権設定の１０年、区域区分はその他の区域、農振白地です。作物については、ハナ

シバを定植しております。 

議案第２号の２番、及び議案第５号の２番 

令和５年３月２８日付けで３条許可及び令和５年４月１０日付けで５条許可をし

た、西里町の農地１筆１，４２８㎡について、設置する営農型太陽光発電施設のパ

ネルの配置変更による計画変更承認申請です。 

パネル枚数が２４３枚が１９９枚に、支柱が８８本が８４本に変更となり、耕作

する農地面積が１４２７．６２㎡に変更となり、一時転用となる支柱部分の面積が、

０．３９㎡が０．３８㎡に変更となるものです。契約内容は賃貸借権設定の１０年、

区域区分は調整区域、農振白地です。作物については、サカキをハナシバに変更す

るとのことです。 

議案第２号の３番、及び議案第５号の４番、令和５年３月２８日付けで３条許可、

及び令和５年４月１０日付けで５条許可をした、高来町町名の農地１筆７７１㎡に

ついて、設置する営農型太陽光発電施設のパネルの配置変更による計画変更承認申

請です。パネル枚数が、２２４枚が１９０枚に、支柱が８８本が７７本に変更とな

り、耕作する農地面積が７７０．６５㎡に変更となり、一時転用となる支柱部分の

面積が、０．３９㎡が０．３５㎡に変更となるものです。契約内容は賃貸借権設定

の１０年、区域区分はその他の区域、農振農用地です。作物については、サカキを

ハナシバに変更するとのことです。 

議案第２号の４番、及び議案第５号の５番、令和４年４月２８日付けで３条許可

及び令和４年５月１０日付けで５条許可をした、高来町法川の農地１筆１０３５㎡

について、設置する営農型太陽光発電施設の、パネルの配置変更による計画変更承

認申請です。パネル枚数が２４３枚が２３２枚に、支柱が９６本が７２本に変更と

なり、耕作する農地面積が１０３４．６７㎡に変更となります。一時転用となる支

柱部分の面積が０．４４㎡が０．３３㎡に変更となるものです。契約内容は賃貸借

権設定の１０年、区域区分はその他の区域、農振農用地です。作物については、ハ

ナシバを定植しております。 

議案第２号の５番、及び議案第５号の６番、令和４年４月２８日付けで３条許可

及び令和４年５月１０日付けで５条許可をした、高来町小峰の農地１筆９９７㎡に

ついて、設置する営農型太陽光発電施設のパネルの配置変更による計画変更承認申
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請です。パネル枚数が２４３枚が２３２枚に、支柱が９８本が８９本に変更となり

耕作する農地面積が９９６．６０㎡に変更となります。一時転用となる支柱部分の

面積が０．４４㎡が０．４０㎡に変更となるものです。契約内容は賃貸借権設定の

１０年、区域区分はその他の区域、農振農用地です。作物については、ハナシバを

定植しております。 

議案第２号の６番、及び議案第５号の７番、令和５年３月２８日付けで３条許可

及び令和５年４月１０日付けで５条許可をした、高来町上与の農地１筆１４４１㎡

について、設置する営農型太陽光発電施設のパネルの配置変更による、計画変更承

認申請です。パネル枚数が２４３枚が２００枚に、支柱が９４本が９０本に変更と

なり、耕作する農地面積が１４４０．５９㎡に変更となり、一時転用となる支柱部

分の面積が０．４２㎡が０．４１㎡に変更となるものです。契約内容は賃貸借権設

定３年、区域区分はその他の区域、農振農用地です。作物については、サカキをハ

ナシバ・そばに変更するとのことです。併せて、認定農業者の認定を受けたことに

より一時転用の期間を３年から１０年に変更するものです。 

議案第２号の７番、及び議案第５号の８番、令和５年３月２８日付けで３条許可

及び令和５年４月１０日付けで５条許可をした、高来町峰の農地２筆１６９５㎡に

ついて、設置する営農型太陽光発電施設のパネルの配置変更による計画変更承認申

請です。パネル枚数が２４３枚が２００枚に、支柱が１０６本が８０本に変更とな

り耕作する農地面積が１６９４．６４㎡に変更となり、一時転用となる支柱部分の

面積が０．４７㎡が０．３６㎡に変更となるものです。契約内容は賃貸借権設定の

３年、区域区分はその他の区域、農振農用地です。作物については、サカキをハナ

シバ・そばに変更するとのことです。併せて、認定農業者の認定を受けたことによ

り一時転用の期間を３年から１０年に変更するものです。 

議案第３号の１番、令和５年４月１０日付けで４条許可をした、土師野尾町の農

地１筆１６９７㎡について、設置する営農型太陽光発電施設のパネルの配置変更に

よる計画変更承認申請です。パネル枚数が２４３枚が２００枚に、支柱が９６本が

７４本に変更となり、一時転用となる支柱部分の面積が０．４４㎡が０．３４㎡に

変更となるものです。区域区分は調整区域、農振農用地です。作物については、サ

カキをハナシバと自社農園に変更するとのことです。併せて、認定農業者の認定を

受けたことにより一時転用の期間を３年から１０年に変更するものです。 

議案第３号の２番、令和５年４月１０日付けで４条許可をした、高来町船津の農

地１筆１６０１㎡について、設置する営農型太陽光発電施設のパネルの配置変更に

よる計画変更承認申請です。パネル枚数が２４３枚が２００枚に、支柱が８６本が

８８本に変更となり、一時転用となる支柱部分の面積が０．３８㎡が０．４０㎡に

変更となるものです。区域区分はその他の区域、農振農用地です。作物については、

サカキをハナシバ・そばに変更するとのことです。 

議案第３号の３番、令和５年４月１０日付けで４条許可をした、小長井町大搦の

農地１筆７０８㎡について、設置する営農型太陽光発電施設のパネルの配置変更に

よる計画変更承認申請です。パネル枚数が１６５枚が１６２枚に、支柱が５８本が
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７７本に変更となり、一時転用となる支柱部分の面積が０．２６㎡が０．３５㎡に

変更となるものです。区域区分はその他の区域、農振農用地です。作物については、

サカキをハナシバに変更するとのことです。併せて、認定農業者の認定を受けたこ

とにより一時転用の期間を３年から１０年に変更するものです。 

議案第５号の３番、令和４年５月１０日付けで５条許可をした、西里町の農地１

筆１５００㎡について、設置する営農型太陽光発電施設のパネルの配置変更による

計画変更承認申請です。パネル枚数が２４３枚が２３２枚に、支柱が９３本が９２

本に変更となります。なお、台帳整理の都合により小数点第２位までの表示となり

ますので、支柱は１本減っておりますが、端数整理の関係で一時転用面積は０．４

２㎡で面積の変更はありません。区域区分は調整区域、農振農用地です。作物につ

いては、サカキをハナシバに変更するとのことです。以上です。 

議   長   事務局から説明がありましたので、議案第２号の１番から７番、議案第３号の１

番から３番、議案第５号の１番から８番について、何かご質問はありませんか。 

委   員   申請人の名称が、いくつかあって統一されていないのはどうしてでしょうか。 

事 務 局   経済産業省に対して、営農型の太陽光の許可を取った時に、どの名称で取ったか

というところの違いでございます。資金などの関係で割り振りをしているようです。 

委   員   わたくしどもの地区からは離れているため、正直、遠いお話のように感じている

ところですが、太陽光パネルを設置するときは、補助金が出ても、処分するときは、

補助金は出ないんじゃないかと思います。これだけ売電価格が下がっている中、苦

しい経営の中で処分に困って、一部では、山の中に捨てたりするということも聞い

ております。遠いお話だとは言いましたが、私どもの地域は、簡易水道でして、多

良岳山系の水をもらっておりますので、太陽光パネルの、鉛をたくさん含んだもの

が、４０年後、５０年後、私たちの子や孫の時代に影響しないかという不安があり

ます。今、どんどん太陽光パネルがたっていますが、条件をつけるなどしなければ、

これから先、どのような状況になるか不安になります。少し話はずれますが、この

ような思いです。 

委   員   今回の案件につきましては、いくつかの変更があったところですが、私が一番気 

        になっているところは、営農型太陽光というのがまだ実績がなく、また今後ハナシ

バにおいても、４，５年は販売利益が出てくるのは見込みはないということです。

そういう状況の中で、今回は、諫早市内の業者さんということですが、今後、この

案件については許可したとしてもですね、今後、営農型の太陽光において、その法

人の事業所が市外もしくは県外だった場合、それも許可できるのかということと、

将来、会社が倒産して消滅して、太陽光だけ残ってしまったとき、市外、県外の業

者さんと諫早市内の業者さんでは、責任の取り方が違うんじゃないかいう風に思い

ます。 

ですので、この許可とは別に、今後、営農型太陽光の申請等が出てきた場合にその

事業所の住所が市外もしくは県外の場合、どういう対応をするのかということを、

県などに確認をしていただいた方がいいのかなと思います。よろしくお願いします。 

事 務 局   先ほどの撤去に関する補足説明なんですけども、転用の申請をされる際に、撤去
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合意書というものを書面でとっております。予定としては売電期間が２０年後の予

定で撤去合意書ということで書面をとっております。それと併せて、この廃棄完了

後の廃棄の問題で、国の方でも議論がなされておるところですけども、今後、売電

価格から撤去費用を積み立てるための天引きをすることになっていると聞いてお

ります。 

事 務 局   事務局としてもですね、他県とかの農業委員会の状況もちょっと確認してみよ

うと思いますけど多分今説明した天引きの話なんですけど、それを多分どうか確実

なところにプールして、第三者の業者ですね、撤去業者とかですね、そういうとこ

ろに供託して、契約をするというのが今後の流れになってくるだろうと思いますの

で、そこはまた今一度確認したいと思っております。 

議   長   他に何かご質問ございませんか。 

委   員   先ほど、委員さんから、補助を受けているという話を仰ってましたが、今回申

請があがってる分について、国の補助を受けておられるのか確認したいと思います。 

事 務 局   お答えします。申請者に確認したところ補助は受けてないということで確認を

しております。 

議   長   議案第２号の１番から７番、議案第３号の１番から３番、議案第第５号の１番

から８番についてご質問はありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

議   長   ほかにご質問がないようですので、議案第２号の１番から７番、議案第３号の

１番から３番、議案第５号の１番から８番は申請どおり許可することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」と言う者あり）  

議   長   ご異議がないようですので、議案第２号の１番から７番、議案第３号の１番か

ら３番、議案第５号の１番から８番については申請どおり許可することに決定いた

します。 

議   長   次に、議案第６号「農業経営基盤強化促進法による利用権設定等審議の件」を 

（議案第６号） 議題といたします。事務局から、説明をお願いします。 

事 務 局   １番と２番は借受人が同一の案件です。 

１番、長田地区、猿崎町、高来地区、高来町黒崎の農地３筆、２，７９３㎡ 

２番、高来地区、高来町里の農地１筆１，００７㎡ 

計３，８００㎡について、農業経営規模拡大を行うため、使用貸借１０年及び賃貸

借１０年で借り入れる新規の申出です。申出人は、イチゴ、水稲の生産を主体に経

営されています。 

３番、多良見地区、多良見町佐瀬の農地３筆 １，７８３㎡、について農業経営

規模拡大を行うため、賃貸借２０年で借り入れる新規の申出です。 

申出人は、みかんの生産を主体に経営されています。 

以上、１番～3番までの申し出は、権利取得後の全ての農地について、年間を通し

て耕作されると認められるため、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件

を満たしています。 
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議   長   事務局から説明がありましたが、１番から３番について、何かご質問はありま

せんか。 

       （「なし」と言う者あり） 

議   長   ご質問がないようですので、１番から３番は、申出どおり許可することにご異

議ありませんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

議   長   ご異議がないようですので、１番から３番は申出どおり許可することに決定い 

たします。 

議   長   続きまして、関連がありますので、議案第６号の４番から４４番、議案第７号 

（議案第７号） 「農地中間管理事業に係る農用地利用集積等促進計画に対する意見聴取の件」につ

いて、一括して議題とします。事務局から、説明をお願いします。 

事 務 局   議案第６号の４番から５番は借受人が同一の案件です。 

４番、諫早地区幸町の農地１筆、１，１１７㎡ 

５番、小野地区赤崎町の農地２筆、５，０９０㎡ 

計６，２０７㎡を議案第７号の１番に使用貸借１０年で新規に権利設定する計画で

す。権利の設定を受ける者は、水稲、麦の生産を主体に経営されており、今回、権

利の設定を受けることにより農業経営規模拡大に繋がります。 

６番から７番は借受人が同一の案件です。 

議案第６号の 

６番、小野地区赤崎町の農地１筆、１，３００㎡ 

７番、小野地区赤崎町の農地８筆、１３，０３９㎡ 

計１４，３３９㎡を議案第７号の２番に使用貸借１０年で新規に権利設定する計画

です。権利の設定を受ける者は、水稲、麦の生産を主体に経営されており、今回、

権利の設定を受けることにより農業経営規模拡大に繋がります 

８番から１４番は借受人が同一の案件です。 

議案第６号の 

８番、小野地区赤崎町の農地１６筆、２１，０２７㎡ 

９番、小野地区赤崎町の農地２筆、３，３８８㎡ 

１０番、小野地区小野島町の農地１筆、３，６５３㎡ 

１１番、森山地区森山町下井牟田の農地１筆、２２５㎡ 

１２番、森山地区森山町下井牟田の農地２筆、１，３８６㎡ 

１３番、森山地区森山町下井牟田の農地１筆、１，６３８㎡ 

１４番、森山地区森山町下井牟田の農地２筆、１，１３８㎡ 

計３２，４５５㎡を議案第７号の３番に使用貸借１０年で新規に権利設定する計画

です。権利の設定を受ける者は、水稲の生産を主体に経営されており、今回、権利

の設定を受けることにより農業経営規模拡大に繋がります。 

１５番から１７番は借受人が同一の案件です。 

議案第６号の 

１５番、小野地区赤崎町、川内町の農地４筆、１５，６２３㎡ 
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１６番、小野地区川内町の農地２筆、５，３９９㎡ 

１７番、小野地区川内町の農地１筆、１，４４６㎡ 

計２２，４６８㎡を議案第７号の４番に使用貸借１０年で新規に権利設定する計画

です。権利の設定を受ける者は、水稲、麦、玉ねぎの生産を主体に経営されており、

今回、権利の設定を受けることにより農業経営規模拡大に繋がります。 

議案第６号の１８番、小野地区小野島町の農地８筆、１３，４１６㎡を、議案第

７号の５番に使用貸借１０年で新規に権利設定する計画です。権利の設定を受ける

者は、水稲、麦の生産を主体に経営されており、今回、権利の設定を受けることに

より農業経営規模拡大に繋がります。 

議案第６号の１９番、小野地区小野島町、川内町の農地３筆、６，９３０㎡を、

議案第７号の６番に使用貸借１０年で新規に権利設定する計画です。権利の設定を

受ける者は、水稲、麦、アスパラの生産を主体に経営されており、今回、権利の設

定を受けることにより農業経営規模拡大に繋がります。 

議案第６号の２０番、長田地区中田町の農地２筆、１，６４４㎡を、議案第７号

の７番に賃貸借１０年で新規に権利設定する計画です。権利の設定を受ける者は、

水稲、玉ねぎの生産を主体に経営されており、今回、権利の設定を受けることによ

り農業経営規模拡大に繋がります。 

２１番から２２番は借受人が同一の案件です。 

議案第６号の 

２１番、長田地区長田町の農地１筆、１，６０９㎡ 

２２番、長田地区長田町の農地１筆、１，７２０㎡ 

計３，３２９㎡を議案第７号の８番に使用貸借１０年で新規に権利設定する計画で

す。権利の設定を受ける者は、ミニトマトの生産を主体に経営されており、今回、

権利の設定を受けることにより農業経営規模拡大に繋がります 

議案第６号の２３番、長田地区正久寺町の農地１筆、７１７㎡を、議案第７号の

９番に使用貸借１０年で新規に権利設定する計画です。権利の設定を受ける者は、

水稲の生産を主体に経営されており、今回、権利の設定を受けることにより農業経

営規模拡大に繋がります 

２４番から２５番は借受人が同一の案件です。 

議案第６号の 

２４番、長田地区正久寺町の農地１筆、１，４１９㎡ 

２５番、長田地区正久寺町の農地１筆、５９７㎡ 

計２，０１６㎡を議案第７号の１０番に使用貸借１０年及び２０年で新規に権利設

定する計画です。権利の設定を受ける者は、ミニトマトの生産を主体に経営されて

おり、今回、権利の設定を受けることにより新規就農に繋がります 

議案第６号の２６番、多良見地区多良見町佐瀬の農地１筆、２８３㎡を、議案

第７号の１１番に使用貸借１０年で新規に権利設定する計画です。権利の設定を受

ける者は、みかんの生産を主体に経営されており、今回、権利の設定を受けること

により農業経営規模拡大に繋がります 
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２７番から４３番は借受人が同一の案件です。 

議案第６号の 

２７番、森山地区森山町本村の農地２筆、２，８６７㎡ 

２８番、森山地区森山町田尻の農地１筆、９６８.５８㎡ 

２９番、森山地区森山町本村の農地２筆、５，９３７㎡ 

３０番、森山地区森山町本村の農地１筆、３，９３７㎡ 

３１番、森山地区森山町本村の農地１筆、３，０５０㎡ 

３２番、森山地区森山町本村の農地 1筆、２，９３７㎡ 

３３番、森山地区森山町本村の農地１３筆、１３，９８７.１７㎡ 

３４番、森山地区森山町本村の農地２筆、５，９１８㎡ 

３５番、森山地区森山町本村の農地１筆、２，４６０㎡ 

３６番、森山地区森山町本村の農地２筆、４，２７６㎡ 

３７－１番、森山地区森山町本村の農地１筆、４８㎡ 

３８－１番、森山地区森山町本村の農地１０筆、１０，０２９㎡ 

３９番、森山地区森山町本村の農地４筆、６，３１２㎡ 

４０番、森山地区森山町本村の農地４筆、４，５１７.２８㎡ 

４１番、森山地区森山町本村の農地１２筆、９，９６１.６２㎡ 

４２番、森山地区森山町本村の農地２筆、１，０８５㎡ 

４３番、森山地区森山町本村の農地２２筆、３８，４３５㎡ 

計１０６，７６４.３７㎡を議案第７号の１２番に使用貸借１０年で新規に権利設 

定する計画です。権利の設定を受ける者は、水稲、野菜の生産を主体に経営されて

おり、今回、権利の設定を受けることにより新規に法人での営農に繋がります。 

３８－２と３７－２の一部は借受人が同一の案件です。 

議案第６号の 

３８－２番、森山地区森山町田尻の農地５筆、４，４９７㎡ 

３７－２番、森山地区森山町田尻の農地１筆１，８９８㎡ 

計６，３９５㎡を、議案第７号の１３番に使用貸借１０年で新規に権利設定する計

画です。権利の設定を受ける者は、水稲の生産を主体に経営されており、今回、権

利の設定を受けることにより農業経営規模拡大に繋がります 

議案第６号の 

３７－２番、森山地区森山町田尻の農地２筆、２，８０３.９７㎡を、議案第７号  

の１４番に使用貸借１０年で新規に権利設定する計画です。権利の設定を受ける者

は、水稲の生産を主体に経営されており、今回、権利の設定を受けることにより農

業経営規模拡大に繋がります 

議案第６号の４４番、飯盛地区飯盛町里の農地１筆、８４７㎡を、議案第７号の

１５番に使用貸借１０年で新規に権利設定する計画です。権利の設定を受ける者は、

水稲、馬鈴薯、里いもの生産を主体に経営されており、今回、権利の設定を受ける

ことにより農業経営規模拡大に繋がります 

続きまして、議案第７号の農用地利用集積等促進計画の変更について、説明しま
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す。既に農業経営基盤強化促進法により農地中間管理機構が利用権の設定を受けて

いる小野地区川内町の農地４筆、７，１７５㎡について、議案第７号の１６－１番

のとおり、設定を受ける者の変更を行う農用地利用集積等促進計画です。権利の設

定を受ける者は、水稲、飼料作物の生産を主体に経営しており、今回、農業経営規

模拡大を行うため、権利の設定を行うものです。契約内容は、使用貸借となってお

り、貸借期間は従前の貸借期間の残存期間である３年９か月となっています。既に

農業経営基盤強化促進法により農地中間管理機構が利用権の設定を受けている小野

地区川内町の農地２筆、４，１０７㎡について、議案第７号の１６―２番のとおり、

設定を受ける者の変更を行う農用地利用集積等促進計画です。権利の設定を受ける

者は、水稲、飼料作物の生産を主体に経営しており、今回、農業経営規模拡大を行

うため、権利の設定を行うものです。契約内容は、使用貸借となっており、貸借期

間は従前の貸借期間の残存期間である５年２か月となっています。既に農業経営基

盤強化促進法により農地中間管理機構が利用権の設定を受けている森山地区森山町

本村の農地１筆、１，４０８㎡について、議案第７号の１７番のとおり、設定を受

ける者の変更を行う農用地利用集積等促進計画です。権利の設定を受ける者は、水

稲、飼料作物の生産を主体に経営しており、今回、農業経営規模拡大を行うため、

権利の設定を行うものです。契約内容は、使用貸借となっており、貸借期間は従前

の貸借期間の残存期間である６年１０か月となっています。既に農業経営基盤強化

促進法により農地中間管理機構が利用権の設定を受けている森山地区森山町田尻の

農地１筆、９５０㎡について、議案第７号の１８－１番のとおり、設定を受ける者

の変更を行う農用地利用集積等促進計画です。権利の設定を受ける者は、水稲、野

菜の生産を主体に経営するとのことで、今回、新規に農業法人にて営農を行うため、

権利の設定を行うものです。契約内容は、使用貸借となっており、貸借期間は従前

の貸借期間の残存期間である６年１１か月となっています。既に農業経営基盤強化

促進法により農地中間管理機構が利用権の設定を受けている森山地区森山町田尻の

農地１筆、９６３㎡について、議案第７号の１８－２番のとおり、設定を受ける者

の変更を行う農用地利用集積等促進計画です。権利の設定を受ける者は、水稲、野

菜の生産を主体に経営するとのことで、今回、新規に農業法人にて営農を行うため、

権利の設定を行うものです。契約内容は、使用貸借となっており、貸借期間は従前

の貸借期間の残存期間である６年１１か月となっています。既に農業経営基盤強化

促進法により農地中間管理機構が利用権の設定を受けている森山地区森山町田尻の

農地１筆、９３８㎡について、議案第７号の１８－３番のとおり、設定を受ける者

の変更を行う農用地利用集積等促進計画です。権利の設定を受ける者は、水稲、野

菜の生産を主体に経営するとのことで、今回、新規に農業法人にて営農を行うため、

権利の設定を行うものです。契約内容は、使用貸借となっており、貸借期間は従前

の貸借期間の残存期間である６年１１か月となっています。既に農業経営基盤強化

促進法により農地中間管理機構が利用権の設定を受けている森山地区森山町杉谷の

農地２筆、２，０２７㎡について、議案第７号の１９番のとおり、設定を受ける者

の変更を行う農用地利用集積等促進計画です。権利の設定を受ける者は、水稲の生
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産を主体に経営しており、今回、農業経営規模拡大を行うため、権利の設定を行う

ものです。契約内容は、使用貸借となっており、貸借期間は従前の貸借期間の残存

期間である７年１か月となっています。 

以上 第６号議案の４番から４４番までの申出は農地中間管理事業の実施に係る

ものと認められるため、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項第２号の要件を満

たしています。また、第７号議案の１番から１９番までの農用地利用集積促進計画

は、「農地中間管理事業実施に関する規程」の「貸付先決定ルール」に基づき作成さ

れたものであります。 

議   長   議案第６号の４番から４４番、議案第７号の１番から１５番について、何かご質

問はありませんか。 

        （「なし」と言う者あり） 

議   長   ご質問がないようですので、議案第６号の４番から４４番を許可し、議案第７号

の１番から１５番を「意見なし」とすることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

議   長   ご異議がないようですので、議案第６号の４番から４４番を許可し、議案第７号

の１番から１５番を「意見なし」とすることに決定いたします。 

議   長   次の議案第７号の１６番の１は、１１番委員に関する事項でございますので、農

業委員会等に関する法律第３１条の規定により、１１番委員の退席を求めます。 

（１１番委員退席） 

議   長   １６番の１について、何かご質問はありませんか。 

      （「なし」と言う者あり） 

議   長   ご質問がないようですので、１６番の１は、「意見なし」とすることにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

議   長   ご異議がないようですので、１６番の１は、「意見なし」とすることに決定いた

します。１１番委員の入場を求めます。 

（１１番委員・入場→着席） 

議   長   続きまして、１６番の２から１９番について、何かご質問はありませんか。 

       （「なし」と言う者あり） 

議   長   ご質問がないようですので、１６番の２から１９番は「意見なし」とすることに

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う者あり）  

議   長   ご異議がないようですので、１６番の２から１９番は「意見なし」とすることに

決定いたします。 

（報    告）  次に、報告案件について、事務局より報告願います。 

事 務 局   報告第１号「農地法第３条の３の規定による届出書受理の件」について報告しま

す。諫早地区から３件、森山地区から２件、合計５件出ています。届出理由は、全

て相続により農地の所有権を取得したためです。 

報告第２号 「農地法第１８条第６項の規定による合意解約の通知の件」につい 
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て報告します。飯盛地区から４件、合計４件の通知が出ています。解約理由としま

しては、２件が都合により耕作できなくなったため、１件が農地中間管理機構に貸

し付けるため、１件が転用するため。となっております。 

報告第３号 農地法第４条の規定による農地転用届出書受理の件につきまして

ご報告いたします。 

１番 泉町の畑１筆１０５㎡を住宅用地（一般住宅）とする届出です。 

２番 貝津町の田１筆８６㎡を駐車場用地とする届出です。 

報告第４号 農地法第５条の規定による農地転用届出書受理の件につきまして 

ご報告いたします。 

１番 栄田町の畑１筆９０㎡を住宅用地（一般住宅）とする売買の届出です。 

２番 栄田町の畑１筆１８７㎡を住宅用地（一般住宅）とする贈与の届出です。 

３番 川床町の畑２筆４．０６㎡を住宅用地（敷地の拡張）とする贈与の届出です。 

４番 小川町の畑１筆９６５㎡を住宅用地（賃貸住宅）とする売買の届出です。 

５番 多良見町化屋の畑１筆２９㎡を住宅用地（一般住宅）とする贈与の届出です。 

６番 多良見町市布の畑１筆７０８㎡を資材置場用地とする売買の届出です。 

報告第５号 農業用施設届出書受理の件につきましてご報告いたします。 

１番 森山町唐比北の田２筆合計８００㎡の内１９８．６１㎡に農業用倉庫を設置

する届出です。 

２番 高来町峰の畑１筆３３３㎡の内２５．９２㎡に農業用倉庫を設置する届出で

す。 

報告第６号 農地改良等届書受理の件についてご報告いたします。 

１番 久山町の田１筆３４６㎡、２番 久山町の田１筆１０２１㎡の内１６０㎡に

ついて、排水が悪く生産性が低いため田畑転換を行い、生産性を高めるため農地改

良を行うものとなっております。改良後は、１番については果樹（ブルーベリー）

を、２番については野菜（白菜、たまねぎ）を作付する計画となっております。 

報告第７号 令和４年度農地賃借料情報の件について報告いたします。令和４年 

４月１日から令和５年３月３１日に締結された田畑の賃借料を表のとおり地区別 

に取りまとめております。米による物納については、６０ｋｇ１２，０００円で換

算しております。また、数字が入っていない地区につきましては、事例なしとなっ

ております。 

以上で報告を終わります。 

議   長   ただいまの報告の件について、何かご質問はありませんか。 

        （「なし」と言う者あり） 

議   長   なければ、報告の件は、ご了承をお願いいたします。 

議   長   以上をもちまして、提出されました案件は全て終了いたしました。 

お諮(はか)りします。議決されました案件につきましては、字句、数字、その他整

理を要するものがありました場合、その整理を議長に委任されたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

     （「異議なし」と言う者あり） 
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議   長   異議ありませんので、これらの整理を要するものにつきましては、議長に委任す

ることに決定いたしました。 

議   長   本日の、農地法等に係る審議結果をご報告します。 

議案第１号 農地法第３条許可                      ４件。 

議案第２号 農地法第３条許可後の計画変更             ７件。 

議案第３号 農地法第４条許可後の計画変更             ３件。 

議案第４号 農地法第５条許可                   １１件。 

議案第５号 農地法第５条許可後の計画変更             ８件。 

議案第６号 農業経営基盤強化促進法による利用権設定        ４４件。 

議案第７号 農地中間理事業に係る農用地利用集積等促進計画     １９件。 

以上、審議件数は、全部で９６件でございました。以上で本日の審議事項等はす

べて終了いたしました。委員さん方から何かご質問等はありませんか。 

        （「なし」と言う者あり） 

議   長   なければ、事務局から連絡事項等はありませんか。 

事 務 局   （事務連絡） 

議   長   それでは、これをもちまして、令和５年度諫早市農業委員会第５回総会を閉会い 

   たします。長時間にわたり、ありがとうございました。 
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